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３
・
３
・
11  
東
日
本
大
震
災

突然の突然の

震
度
６
強

震
度
６
強

災害状 況を調査!況を調査!

隆起したマンホール（下岩瀬地内）

モルタルが剥離した柱（大宮中学校）モルタルが剥離した柱（大宮中学校）

崩落した斜面（小野地内）崩落した斜面（小野地内）

天井の一部が落下（大宮幼稚園）天井の一部が落下（大宮幼稚園）
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去
る
３
月

去
る
３
る
３
月
３

去

11
日
未
曾
有
の
大
震
災
が
発
生
し
、
東
北
・
関
・
北
東

大
震
災
が
発
生
し
、
東
北
・

日
未
曾
有
の

・

災災
が

大大

東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
本
市
に
お
い
て
も
多

て

多

て

方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
本
市
に
お
い
て
も
多

被
害
を

も

方
に

も

し

方
に
甚

く
の
家
屋
や
公
共
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
々

共

被

た

災

設

た

の
家
屋
や
公
共
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
々

設
が

の

方

家

ま

屋

ま

々

家

被
災

に
議
会
を
代
表
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

表表

舞
い
舞
い

し

議
会
を
代
表
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

心
よ

代

議

ま
す

議

。

会

し

見

今
後
、
議
会
と
し
て
一
日
も
早
い
復
旧
と
安
全
・
安
心
のの

後

い

今
後

も

会会

今
後
、
議
会
と
し
て
一
日
も
早
い
復
旧
と
安
全
・
安
心
の

今
後

議
会
と
し
て

心

復

今今

一

い

議議

日

旧

と

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

注

す
。

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し

参

注
し

り

て

常
陸
大
宮
市
議
会
議
長

仲
田

好
一

長

好

陸
大

長

陸
大
宮
市
議
会
議
長

仲
田

好好

陸
大
宮宮
市

大

会

突然の

震
度
６
強

災害状 況を調査!災害状

望楼が倒壊した消防本部望楼が倒壊した消防本部

隆起したマンホール（下岩瀬地内）隆起したマンホール（下岩瀬地内）

消防本部２階消防本部２階
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３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計

の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
35
議
案
を
審
議
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

大
震
災
対
応
の
た
め
一
般
質
問
は
行
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

特別会計・事業会計予算特別会計・事業会計予算
会　　計　　名 予 算 額

国民健康保健特別会計 50億7,000万円

事業勘定 49億円

診療施設勘定 1億7,000万円

公共下水道事業特別会計 6億3,400万円

公営墓地特別会計 1,000万円

農業集落排水事業特別会計 5億5,200万円

介護保険特別会計 38億4,500万円

簡易水道事業特別会計 11億3,000万円

宅地造成事業特別会計 2,900万円

戸別浄化槽整備事業特別会計 4,240万円

温泉事業特別会計 6,500万円

後期高齢者医療特別会計 4億1,400万円

上水道事業会計 10億614万円

３
月
２
日
〜

３
月
２
日
〜
2222
日日

平成23年度
一 般 会 計
平成23年度
一 般 会 計

市
税

22.5%

そ
の
他
収
入
4.6%

繰
越
金
1.5%

繰
入
金
3.3%

市
債（
借
金
）10.4%

交
付
税
・
交
付
金

44.2%

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

13.5%

議
会
費
1.3%

総
務
費
%11.4%%

民
生
費

30.1%30.1%30.1%

衛
生
費

衛
生
費

衛
生
費
9.6%9.6%9.6%

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費
5.9%5.9%5.9%

労
働
費
・
商
工
費

労
働
費
・
商
工
費

労
働
費
・
商
工
費
2.0%2.0%2.0%

土
木
費

土
木
費

土
木
費
7.5%7.5%7.5%

消
防
費

消
防
費

消
防
費
5.1%5.1%5.1%

そ
の
他
の
支
出

そ
の
他
の
支
出

そ
の
他
の
支
出
0.2%0.2%0.2%

教
育
費

教
育
費

教
育
費

10.4%10.4%10.4%

公
債
費（
借
金
の
返
済
）

公
債
費（
借
金
の
返
済
）

公
債
費（
借
金
の
返
済
）

16.5%16.5%16.5%
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道
の
駅
基
礎
調
査
委
託
料

道
の
駅
基
礎
調
査
委
託
料

三
百
二
十
万
円

三
百
二
十
万
円

農
業
、
漁
業
、
観
光
等
の
連
携
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
、
人
と
人
の
交
流
の
場
、
ま
ち
お

こ
し
の
拠
点
づ
く
り
等
多
面
的
効
果
が
期
待

さ
れ
る
道
の
駅
の
基
礎
調
査
を
委
託
し
ま
す
。

地
域
医
療
を
担
う
人
材
確
保
修
学

地
域
医
療
を
担
う
人
材
確
保
修
学

資
金
貸
付
金

資
金
貸
付
金

千
二
百
八
十
万
円

千
二
百
八
十
万
円

国
保
美
和
診
療
所
、
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院

に
お
い
て
、
将
来
常
勤
医
師
と
な
る
意
志
の

あ
る
者
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

三
千
百
三
十
万
円

三
千
百
三
十
万
円

携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
解
消
の
た
め
、
山
方

地
域
に
１
地
区
、
美
和
地
域
に
２
地
区
ア
ン

テ
ナ
を
整
備
し
ま
す
。

主 な 新 規 事 業主 な 新 規 事 業

平成23年度平成23年度
一 般 会 計一 般 会 計
平成23年度
一 般 会 計
平成23年度
一 般 会 計

市
税
市
税
市
税

22.5%22.5%22.5%

そ
の
他
収
入

そ
の
他
収
入

そ
の
他
収
入
4.6%4.6%4.6%

繰
越
金

繰
越
金

繰
越
金
1.5%1.5%1.5%

繰
入
金

繰
入
金

繰
入
金
3.3%3.3%3.3%

市
債（
借
金
）

市
債（
借
金
）

市
債（
借
金
）10.4%10.4%10.4%

交
付
税
・
交
付
金

交
付
税
・
交
付
金

交
付
税
・
交
付
金

44.2%44.2%44.2%

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

13.5%13.5%13.5%

議
会
費

議
会
費

議
会
費
1.3%1.3%1.3%

総
務
費

総
務
費

総
務
費

11.4%11.4%11.4%

330.1%3

衛
生
費
9.6%

農
林
水
産
業
費
5.9%

労
働
費
・
商
工
費
2.0%

土
木
費
7.5%

消
防
費
5.1%

そ
の
他
の
支
出
0.2%

教
育
費

10.4%

公
債
費（
借
金
の
返
済
）

16.5%
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分割付託…一つの議案を各所管の委員会へ分けて付託すること。

番号 件　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結　果

平成22年
第９号 ＴＰＰへの参加に反対する請願

農民運動茨城県連合会
県北農民センター
代表者　根本陽一

堀江鶴治
金子　卓 経済建設 趣旨採択

平成23年
第１号

ＴＰＰ参加反対の意見書提出を
求める請願

横山美喜雄　ほか
1,295人

堀江鶴治
金子　卓 経済建設 趣旨採択

第２号 八ッ場ダム等水源開発の検証検討
について

八ッ場ダムをストップさせる
茨城の会
代表　浜田篤信　ほか1人

堀江鶴治
金子　卓 経済建設 不採択

番号 件　　名 提　出　者 付託委員会 結　果

平成22年
第10号 ＴＰＰ交渉参加反対に関する緊急陳情 茨城みどり農業協同組合

代表理事組合長　柏　盛幸 経済建設 採　択

平成23年
第１号

保育制度改革に関する意見書提出を求める
陳情書

茨城県自治体労働組合連合
執行委員長　張替克己 文教福祉 不採択

子宮頸
けい

がん予防ワクチン
接種費用が全額助成されます

こんな事が決まりましたこんな事が決まりました

（中学３年生の女子が対象）

㈶常陸大宮市体育協会に
体育７施設と
都市公園１施設を
管理委託しました

出産一時金が４万円増額され
39万円となりました

小学校教室と
中学校３学年教室に
扇風機が設置されます

西部総合公園
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平成 23 年第 1 回定例会議決一覧表平成 23 年第 1 回定例会議決一覧表
議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第 1 号 専決処分の承認を求めることについて(平成22年度常陸大宮市一般会計補正予算(第5号)） 承 認

議案第 2 号 平成23年度常陸大宮市一般会計予算 ※分割付託 可 決

議案第 3 号 平成23年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 文教福祉 可 決

議案第 4 号 平成23年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第 5 号 平成23年度常陸大宮市公営墓地特別会計予算 総　　務 可 決

議案第 6 号 平成23年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第 7 号 平成23年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 文教福祉 可 決

議案第 8 号 平成23年度常陸大宮市簡易水道事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第 9 号 平成23年度常陸大宮市宅地造成事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第10号 平成23年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第11号 平成23年度常陸大宮市温泉事業特別会計予算 経済建設 可 決

議案第12号 平成23年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 文教福祉 可 決

議案第13号 平成23年度常陸大宮市上水道事業会計予算 経済建設 可 決

議案第14号 常陸大宮市手数料徴収条例の一部を改正する条例 総　　務 可 決

議案第15号 常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可 決

議案第16号 常陸大宮市国民健康保険診療所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可 決

議案第17号 常陸大宮市道路占用料徴収条例及び常陸大宮市法定外公共物の管理に関する条例の一
部を改正する条例 経済建設 可 決

議案第18号 常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する条例 総　　務 可 決

議案第19号 市道路線の認定について 可 決

議案第20号 市道路線の廃止について 可 決

議案第21号 指定管理者の指定について 文教福祉 可 決

議案第22号 平成22年度常陸大宮市一般会計補正予算(第6号) 可 決

議案第23号 平成22年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算(第3号) 可 決

議案第24号 平成22年度常陸大宮市老人保健特別会計補正予算(第2号) 可 決

議案第25号 平成22年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算(第2号) 可 決

議案第26号 平成22年度常陸大宮市公営墓地特別会計補正予算(第1号) 可 決

議案第27号 平成22年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計補正予算(第3号) 可 決

議案第28号 平成22年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算(第3号) 可 決

議案第29号 平成22年度常陸大宮市簡易水道事業特別会計補正予算(第3号) 可 決

議案第30号 平成22年度常陸大宮市宅地造成事業特別会計補正予算(第1号) 可 決

議案第31号 平成22年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算(第1号) 可 決

議案第32号 平成22年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算(第1号) 可 決

議案第33号 平成22年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) 可 決

議案第34号 平成22年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算(第2号) 可 決

議案第35号 副市長の選任について（小場　綿引　義久氏） 同 意

分割付託…一つの議案を各所管の委員会へ分けて付託すること。
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Ｑ　

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
効
果
は

Ａ　

数
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
24
時
間
対
応
が
出
来
る
た
め
、
月
々
伸
び

て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
内
循
環
バ
ス
運
行
委
託
料
は

Ａ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
に
変
更
し
、
２
台
減
の
14
台
と
な

り
、
便
数
も
減
少
し
、
４
８
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

住
基
ネ
ッ
ト
の
登
録
状
況
は

Ａ　

22
年
12
月
末
で
６
８
１
枚
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用

範
囲
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
登

録
増
に
結
び
つ
か
な
い
状
況

で
す
。

Ｑ　

公
営
墓
地
の
今
後
の
計
画
は

Ａ　

公
営
墓
地
の
拡
張
の
要
望
が

あ
り
、
新
た
な
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
現
在
の
公
営

墓
地
の
拡
大
も
含
め
て
対
応

し
ま
す
。

Q & AQ & AQ & AQ & A

住民基本台帳カード

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
の
推
移
は

Ａ　

平
成
23
年
度
は
、
年
間
平
均
被
保
険
者
を
昨
年
比
約
４
３
０
人
減
の

１
万
４
千
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
社
会
保
険
離
脱
が
そ
の
加
入
よ
り

若
干
多
く
な
る
こ
と
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
加
入
が
大
き
な
要
因

で
す
。

Ｑ　

介
護
認
定
審
査
会
費
の
増
額
の
内
容
は

Ａ　

審
査
員
を
１
名
増
や
し
て
認
定
審
査
の
期
間
を
短
縮
し
、
処
理
を
早
め

る
た
め
で
す
。

Ｑ　

中
学
生
海
外
研
修
費
の
減
額

の
理
由
は

Ａ　

一
人
当
た
り
の
単
価
が
下

が
っ
た
こ
と
と
参
加
人
員
の

減
で
、
今
年
度
は
80
名
で
計

上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

新
た
に
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
す
る
理
由
は

Ａ　

今
ま
で
は
、
市
の
総
合
計
画

を
準
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

法
律
の
改
正
に
伴
い
計
画
を

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
で
す
。

中学生海外研修
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Q & AQ & A

平成23年度一般会計予算平成23年度一般会計予算討論討論 討論とは、議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

賛 成賛 成
総額は 205 億 4 千万円で前年比 4.3%
の増となっており、景気低迷による税収
減が見込まれる中、人件費の抑制をはじ
め経費の縮減がなされています。
「救急医療情報キット配布事業」「赤
ちゃんの駅設置事業」「地域医療を担う
人材確保修学資金貸与事業」など多岐に
わたり積極的な編成がなされ評価できる
ものです。

採決の結果、賛成多数で可決されました。

乗合タクシーは運行エリアを変更する
等システムの改善を図ることが必要であ
り、農業振興では明確な方針が示されて
いません。教育関係では就学援助費の制
度を積極的に活用していくべきであり、
中学生海外派遣事業は見直しを行うべき
です。文化協会補助金も削減されており、
諸々の理由から反対します。

反 対反 対小森　敏雄　議員 堀江　鶴治　議員

Ｑ　

有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
隊
の
現
状
は

Ａ　

捕
獲
隊
は
定
数
50
名
中
２
名
の
欠
員
で
、
高
齢
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ
62
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
18
匹
、
カ
ラ
ス

49
羽
、
カ
モ
69
羽
、
川
ウ
９
羽
で
す
。

Ｑ　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
内
容
は

Ａ　

市
道
に
架
か
る
15
ｍ
以
上
の
橋

梁
85
カ
所
を
対
象
に
、
耐
震
化

を
図
る
た
め
、
修
繕
の
必
要
性

に
つ
い
て
調
査
判
定
を
業
者
に

委
託
し
ま
す
が
、
市
内
に
専
門

業
者
は
い
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
課
題
は

Ａ　

こ
の
事
業
は
、
今
年
度
に
小
瀬

Ⅱ
期
地
区
が
完
成
す
る
と
市
全

体
の
事
業
計
画
が
完
了
し
、
14

施
設
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

供
用
率
に
よ
っ
て
維
持
管
理

費
等
が
大
き
く
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
接
続
加
入
者
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

小瀬地区農業集落排水処理施設



10

議
会
広
報
常
任
委
員
会

日　

時　

平
成
23
年
1
月
17
日

視
察
先　

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
議
会

目　

的　

議
会
広
報
の
編
集
に
つ
い
て

広
報
委
員
会
は
、
副
議
長
と
２
つ
あ
る
常
任
委
員
会
か
ら
各
３
名
の
７
名
で

構
成
さ
れ
て
い
る
（
議
員
数
12
名
）。
目
指
す
の
は
、『
議
会
を
傍
聴
し
て
い
る

よ
う
な
広
報
紙
』
と
位
置
付
け
て
い
る
。

議
事
公
開
の
公
正
・
透
明
性
か
ら
質
疑
等
は
議
員
名
を
出
し
て
い
る
。
一
般

質
問
は
１
人
１
ペ
ー
ジ
に
全
て
の
通
告
事
項
と
答
弁
を
要
約
、
さ
ら
に
過
去
の

質
問
か
ら
毎
号
１
件
を
「
追
跡
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。
裏
表
紙

は
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に
対
す
る
住
民
の
声
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
掲
載
す
る

住
民
参
加
型
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

議
会
運
営
委
員
会

日　

時　

平
成
23
年
2
月
3
日
〜
4
日

視
察
先　

千
葉
県
松
戸
市
議
会

　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
議
会

　
　
　
　

東
京
都
福
生
市
議
会

目　

的　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
は
議
会
改
革
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
独
自
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

委
員
会
審
査
時
の
委
員
間
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の
実
施
、
一
般
質
問
の
中
か

ら
抽
出
し
た
後
の
政
策
提
言
、「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
、
教
育
委
員
会
共
催

に
よ
る
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、一
年
間
の
定
例
会
日
程
（
予
定
）
表
の
作
成
、

音
声
自
動
反
訳
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
執
行
部
の
反
問
権
等
々
で
あ
る
。

開
か
れ
た
議
会
の
観
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
に
つ
い
て
は

ラ
イ
ブ
、
録
画
等
で
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

豊島区インターネット配信操作

広野町議会広報
町村議会広報全国コンクール「最優秀賞」

地
域
主
権
が
推
進
さ
れ
る

中
に
お
け
る
積
極
的
な
改
革

の
取
り
組
み
は
、
民
主
的
自

治
の
根
幹
で
あ
る
議
会
本
来

の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

二
元
代
表
制
に
基
づ
く
議

会
の
あ
り
方
の
検
討
、
協
議

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
再
認
識
し
た
。

研
修
か
ら
学
ぶ
こ
と

研
修
か
ら
学
ぶ
こ
と

議
会
改
革
の
息
吹
の
中
、「
読
者
の
心
を
捉
え
る
広
報
紙
」
と
は
、
分

か
り
易
い
レ
イ
ア
ウ
ト
や
言
葉
を
使
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
議
会
の
使

命
と
機
能
の
拡
充
を
図
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
た
。

研
修
か
ら
学
ぶ
こ
と

研
修
か
ら
学
ぶ
こ
と
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議会運営委員会・各常任委員会・行財政改革推進特別委員会は、議会の閉会中も次のような調査や審査
を行っています。

・4月8日（金） 
震災による市有施設等の調査について 

・4月12日（火）
震災による市有施設等の調査について

・5月中旬
義務教育施設の適性配置について

・4月19日（火）　議長の諮問について 
・5月中旬　　　議長の諮問について 
・5月26日（木）　第２回定例会について 

・3月29日（火）　広報26号の発行について 
・4月 5日（火）　広報26号の発行について 
・4月13日（水）　広報26号の発行について

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

期　

日
：
平
成
23
年
1
月
21
日
（
金
）

場　

所
：
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス（
ひ
た
ち
な
か
市
）

演　

題
：「
地
方
主
権
の
動
向
と
地
方
議
会
の
役
割
」

講　

師
：
北
川　

正
恭　

氏

出
席
者
：
小
橋　

輝
夫
、
木
村　

勝
昭
、

 

秋
山　

信
夫
、
木
村
久
美
子
、

 

川
上　
　

博

期　

日
：
平
成
23
年
1
月
28
日
（
金
）

場　

所
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
（
土
浦
市
）

演　

題
：「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

講　

師
：
三
瀬　

顕　

氏

出
席
者
：
掛
札　

行
雄
、
淀
川　

茂
樹
、

 

野
上　

台
一
、
小
森
敬
太
郎
、

 

萩
野
谷　

勉

議
員
研
修
会

期　

日
：
平
成
23
年
2
月
15
日
（
火
）

演　

題
：「
予
算
・
決
算
審
査
の
着
眼
点
」

講　

師
：
茨
城
県
総
務
部
地
域
支
援
局
市
町
村
課

（
財
政
担
当
）

　
　
　
　

課
長
補
佐　

砂
押　

道
大　

氏

出
席
者
：
議
員
全
員

・4月14日（木） 
震災による市有施設等の調査について



第２回定例会会期日程（予定）

発行責任者  常陸大宮市議会議長
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※日程は、都合により変更する場合があります。

日 曜 会議 付　　記

6月 1日 水 本会議 開会、議案説明

6月 2日 木 休　会 議案調査

6月 3日 金 休　会 議案調査

6月 6日 月 本会議 質疑　

6月 7日 火 常任委員会

6月 8日 水 常任委員会

6月 9日 木 常任委員会

6月10日 金 本会議 一般質問

6月13日 月 本会議 一般質問

6月14日 火 本会議 一般質問

6月15日 水 休　会 議案調査

6月16日 木 休　会 議案調査

6月17日 金 本会議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

傍聴券は、会議の当日に傍
聴受付（４階議会事務局）に
おいて、先着順により交付し
ます。
傍聴人の定員は 30 人です。

定員を超えた場合は、４階傍
聴ロビーのモニターでご覧い
ただけます。（第１回定例会の
傍聴者は６人でした。）

２月14日　千葉県香取市議会
予約制タクシーの運行について

12

日
々
、
春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
と

共
に
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
て
く
る

一
方
、「
未
曾
有
」・「
想
定
外
」
と
言

わ
れ
る
大
震
災
の
傷
痕
を
見
る
と
天

災
地
変
の
猛
威
を
痛
感
し
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
一
日
も

早
い
復
旧
と
防
災
強
化
を
望
み
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
も
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
動
い
て
お
り
、
人
と

人
と
の
絆
を
心
強
く
感
じ
ま
す
。

１
秒
後
に
襲
っ
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
大
地
震
に
負
け
な
い
街
を
…

頑
張
ろ
う
!!
常
陸
大
宮
!!

委
員　

小
森
敬
太
郎

この度の東日本大震災被災地に
議会からお見舞いの気持ちを込め
て義援金を送りました。

放射線 勉強会に関する

4 月 11 日（月）放射線育種場（ガ
ンマーフィールド）の上席研究員
村松　昇氏より放射線の基礎知識
と、今回の福島第一原発事故によ
る当市の放射線量の推移や人体へ
の影響等の説明を受けました。


